
令和8年 6月 25日

正 会 員 各 位

賛 助 会 員 各 位

（公社）全国解体工事業団体連合会

会長 木 村 順 一

研究助成金支給審査委員会

委員長 小 山 明 男

解体工事業に係る研究発表会のご案内

入梅の候、皆様方には平素より格別のご指導を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、解体工事業に係る令和7年度分の研究発表会を下記のとおり開催いたします。

解体工事に関心のある方は是非ご参加くださるようお願い申し上げます。

記

１ 日  時 令和 8年 8月 24日（月） 14：00～16：55（発表会）13：20～受付

２ 場  所 鉄鋼会館 7階会議室（東京都中央区日本橋茅場町3-2-10）＊次頁地図参照

３ 研究テーマ・研究代表者（順不同）

№ 研 究 テ ー マ

研究代表者 所 属

１
・解体現場に『発破』という武器を     （特別発表）

   長 野 正 幸 株式会社カコー

２

・解体工事における安全性や振動対策に関する研究

青 木 孝 義
建築構造技術研究所(金城学院大学デザイン工学部建築デザイン

学科教授）所長

３
・解体工事から発生する建設廃棄物の排出量調査および標準値算出に関わるシステム

小 山 明 男 明治大学 理工学部建築学科教授

４

・構造解析を用いた解体シミュレーションの基礎的研究

     ―単純フレーク構造を対象とした破壊挙動の実証的検討―

國 枝 陽 一 郎 東京都立大学 都市環境科学研究科建築学域准教授

５
・解体工事に係わる環境安全性評価に関する研究

道 正 泰 弘 名城大学 理工学部環境創造工学科教授

６

・超音波技術を用いたRC構造物の革新的解体技術の開発に資する鉄筋の有無がひび割れ

メカニズムに与える影響の把握

髙 橋 駿 人 東北大学大学院 工学研究科土木工学専攻特任助教

７
・人為的に破壊されたボード類から発生する破片・微粒子の発生特性に関する実験的分析

藤 本 郷 史 宇都宮大学 地域デザイン科学部建築都市デザイン学科准教授

４ 参加要領 別紙申込書に必要事項を記入し、全解工連にFAX又はメールにて送信して

ください。 注）受付後は配番して返信しますので、当日ご持参ください。

５ 締め切り  令和 8年 8月 17日（月）

注）定員（約80名）になり次第締め切ります。

６ 参加費は無料です。

７ 終了後、同会館別室で意見交換会（17：00～18：30）を予定しております。お時間が許す

ようでしたらご参加ください。



会場(鉄鋼会館)案内地図

所 在 地 地 下 鉄、JR

〒103-0025

東京都中央区日本橋茅場町3-2-10

電話：03-3669-4855

■東西線茅場町駅下車 12 番出口（日本橋消防署方面）徒歩約 5 分

■日比谷線茅場町駅下車 1 番出口（八丁堀方面）徒歩約 5 分

■日比谷線八丁堀駅下車 A5 番出口（八丁堀交差点方面）徒歩約 5 分

■JR東京駅下車 八重洲口 徒歩約 15 分

全解工連・研究発表会参加申込書（兼、参加証）

（フリガナ）

① 氏  名

（                       ）

② 所属団体名

③ 所属会社名等

（会社名・学校名・行政名・その

他具体的に記入してください）

④連絡先電話番号

⑤連絡先FAX番号

⑥全解工連確認欄（参加受付）

全解工連事務局 FAX 番号：０３-６２６２-０３２２

TEL番号：０３－６２６２－０３２１         岩元 ： iwamoto@zenkaikouren.or.jp


